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全ｌ有数の野菜産地「南あわじ市」

南あわじ市は淡路島の南部に位置しています。Ｚ・で肥沃な五回平ＩＦ等、 Ｘ土に恵まれているため、 水稲とｇｌ予菜（た
まねぎ、 葉菜類等）を組み合わせた多毛作農業を中心とした一次産業が盛んで、 特にたまねぎとレタスについては、
全ロヨ有数の産地となっています。

【経営耕地面積規模別ａ業経営体数】

１６８ａ常体プＷ氤体

８６５９常体

計２，９５８

ｌｈａ未満　　 １～ ２ｈａ未満　　 ２～ ５ｈａ未満　　 ５ｈａ以上

【ＥＩな１鼈．物のｆヤＭｉｌ積】

冬レタス

Ｓむ　 市町村名

戛あわじ肖
１　 （兵 庫県）

２
　
３
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７９７

春レタス

２８２経２体

＼

５０Ｗ。営体

４５３経営体

計２，９５８

９１ ０経莖体

１００万 ＦＩヨ未満　　 １００～ ３００万Ｆ９　　 ３００～ ５００万円

５（）Ｏ ～１ ０００万Ｆヨ　　 １０００万円以上

たまねぎ

収讐 で　ｌむ 市ｌＵ村名イで収１里 ヅ　１１１１ 市ＩＪ村名ｆで収讐出豐
２０．８００　２Ｃ Ｉ二］　 Ｉ　 ‰Ｗ　５４９　 １５１４００　１５１０００　 １　 ？ｌｊ匕 瑟ｊな３，８３０　２３９，２００　２２７，６００

４６８　 １０，１ ００　９，６４０　 べ翦高　２９８　 ６，７４０　 ６４９０　２？りｊｌＪ１１１ｒ；　１，４８０　 ８３．７００　７８，４００
４４９　　 １０ ，３００　 ９， ７８０　　３

４なな県へ　３３７　 １３，９００　１２，３００　４

５　 幃なＴ７　３３４　　５，６５０　 ５，４８０　　５
その他

城
城
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ぶ　　１９５　　５，４５０　 ５，３１ ０　　３　せ昌Ｘ　　１，４００　 １０ １，３００　 ９６，４００
ぶ　１８３　　７，５８０　 ７，４１ ０　　４
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・舂キャベツ

・冬キャベツ

イヤイぢ面積 ：２３６ ｈａ （全１４ イな）

作付面積 ：１ ３４ｈａ （全Ｅ５ 位）

作付面積 ：１ ２８ｈａ （全国８位）

城・）
１８２　　 ５， ｎ０　 ４， ９９０　　５
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粢　１，３３０　　８３，４００　７８．４００

ぷ　１，３３０　 ８５，６００　８０，０００

奈農林水産省市ｍでＩ村別統計　令和え年産ｇ菜（葉ミ．菜類） より

日本農業遺産認定

令和２年度に 「南あわじ地域における水稲・ たまねぎ ・畜
産の生産循環システム」が日本農業遺産に認定されました。
’農地が少なく、 水に恵まれない「島という環境」で発達
した高度な水利システムを基盤とした、 水稲とたまねぎの
二毛作栽培と耕畜連携を利用した循環システムが確ｌｌされ
ています。

↑水稲とたまねぎ小屋
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南あわじ市農業の１年

南あわじ市では、 麕。には水Ｅ日風景が広が り、 秋にはその水Ｅ日がたまねぎや レタ ス、 白菜などの畑とな り、 ほぼ １年
をａして農業ができる非常に魅力的な農業地帯です。
たまねぎは、 稲刈りが終わり、 １１ Ｊ≡１中旬から１ ２Ｊ≡１ に定植し、４Ｊ≡１～ ６ｊモｌ にかけて収穫します。 収穫後は水稲の
準備が始まります。

レタス等の葉菜類

経営モデル１
（新規就農か ら６年目の夫婦）

レタス　　　　 １００ａ

たまねぎ　　　　６０ａ

売上　　　 ９５０万円

経費　　　 ５００万円

農業所得 ：　 ４５０万円

Ｓ４ を● ●●，

多毛作栽培

経営モデル２
（新規就農か ら６年目単身）

レタス　　　　１２０ａ

売上　　　 ５５０万円

経費　　　３００万Ｐニｊ

農業所得 ：２５０万Ｐヨ

畜産

●ｅ ●Ｓ ・● ●● ４Ｓ ●● ●● ●● ●● ・Ｉ ●・ ●・ ●●き

びわ

たまねぎ

柔らかく、甘みが強いのが特徴

で、 ”淡路島たまねぎ”と してブ

ラン ド化もされています

水稲

経営モデル３
（認定農業者）

水稲
たまねぎ

レタス

売上

経費

農業所得 ・■

かんきつ類

１８０ａ

１５０ａ

５０ａ

１，３８０万円

７４０万円

６４０万円

赤菊

「１

一
一
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ご：）回昌之詰ごヽ昌こ。を踏んで独立を目指すことになります。 一見遠回りのよう に見え

ＲＪ禁ｋ回りＭＬ亅５！ｔ翳
・ＭＳ駸勦聾匱Ｓａきき９！Ｍぬ１レタ・１１９ｔ
！鼎１１１１ＳでＭ！きり！癒Ｓ４１Ｕ」

なぜ南あわじ市７

情報収集と

イメージづくり

就農相談

研修、農業体験

インターンシップ等

雇用就農

独立

あなたが 「南あわ じ市で」 農業を始めたいと考えたきっかけは何ですか ９農業を始め
たい理由、そ して、南あわ じ市でなければならない理ＥＩヨを明確にしまし ょう。

農業を始める には、

□なぜ農業をやり たいのか

□どの竟域でどんな農業をやりたいのか （水稲、 野菜、施設園芸、 畜産など）’
□住居はどう するのか

□農地や農業用機械・ 施設はどうするのか
□必要な資金は十分確保できるか

□家族の同意は得ているか

等、 多くの検討事項があり ます。
まずは、 ひょ うご就農吏援センターのホームページのチェ ックや、 新規就農関係の相
談会に参加する等して情報収集をした上で、 目指す農業経゛笆のビジョ ンをイメージしま
しょ う。

目指す農業経営のビジョンが見えたら、就農相談会県　１　回・予約制） 【こ参加いただき、
農業経営のビジョ ンをより明確化するのとともに 具体的な制度等の情報を集めましょ
う。

農業生産や経営の基本的な知識を習得するために 研修に参加するとともに、

□農家として生活していくための適性はあるか
□農作業に従事するための体力はあるか

□目指す農業経営のピジョ ンを実現できるか

□地域の人やや生活様式との相性は良いか
Ｓ

等、 本格的に農業に従事する前に思い描く農業のイメージとのすり合わせを行うために
「お試し期間」と して、農業体験やインターンシ ップに参加しまし ょう。

インターンシ ップ等をＳじて就農するための本格的な準備ができた ら、 親方農家のも
｜

とに雇用就農します（詳しくは次頁）。 賃金を得ながら、 親方農家から農業のノウハウ
を司、得するとともに、地域の農業者との交流を深めます。

２～３年程度の雇箆期回を経て、農業に関する知ほや技術を［さ］上させたのち、いよい

よ独立就農となります。独１２：就農後は、 次世代を雇用できる受けｌｍとなれるよう、 経営
規模の拡大等を目指していただければと考えています。

－
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知らない土地へ移住して農業という職に就き 「稼 ぐ」 ためには、住む場所のほか農地や農業ｍ機械 ・施ａ等も必要
になります。 また、地域の農業者との付き合いも非Ｍに重要で、日常のあいさつはもちろん、 地域で行う華メＵ りや水
路掃除等の共同活動に積極的に参加 していく必要があ ります。
そこで、 南あわじ市では親方制度により、雇ＪＥ目就農して数年後に独立するという仕組みを構築しました。
親方農家に雇ＪＥ目されることで、 ・給与支払いを受けながら、農業のノウハウを得ることができ、また、 雇用期回中に
地域の方と知 り合いになることで、 独：Ｘ：ＺＩ後に農地や農業ＪＥ目機械 ・施設を提供してもらえるチャ ンスが増えるという仕
組みですｏ

独ｉＺ：自営　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　独：ｉ：Ｚ２自営
就農　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　就農

農業経営ｔ等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青年農業士等

”～　　　　　　　 へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

！．１

雇ｉ期問

２年～３年

凵ｉｉ就ｌ］ 就農希望者

就農希望者
の受入

親方農家さんのｉｉで雇ＪＥ目就農

就農 ・定着応援プランを活ＪＥｉｌ した就農
～南あわじ市市Ｅ條集落の事例～
平ぼ３０年度より 、兵庫県が集落による 「地域主導型就農・

Ｚ回着応援プロジェク ト」 をスター トしています。

南あわじ市の市五條集落では、 平成３０年１ ２Ｊモｊ に「就農・
定着応援プラ ン（以下、プラン ）」 を作成し、就農希場。者が
雇用就農を経て、 最終的に集落で独立就農するためのサポー
トを１うニつ ています。プランに示されている支援計画（案）と
しては、 雇用期間 １年目にグループ内の複数の農園での経験、
２年目にほ場 １まちの管理。３ 年目 に自分自身で作付計画及
び損む計算書を作成することとなってお り、 これらの経験を
積んだのちに、独立就農することになります。

就農希・者にとっては、農業のノウハウを得ることができ
るだけでなく、雇ＪＥＩＥＩ期間中に地域農業者との夕流が生まれる
ため、独工Ｚ：就農後も、 空き農地や農業用機械 ・施設等に関す
る情Ｓをいち早く入手できるといったメ リッ トがあります。
さらに、 集落にとっても、 新しい担い手を取り込むチャン

・

スになるため、地域農業を守っていくことにつながります。

Ｃ７

＆

り

雇・期間

２年～３年

〔蘚蘚Ｔ〕

独立 ・自営就農

就農希望者

乖
ニ就農希望者

の受入

｀ｔ遍，ふ，１－
ここヽ －ヽ，

・’ ｌｊ ｓ　 ｅｌ ９１４

９

←市ＥＳＳ・の「就農・

２着丿心援プラン」

（た）市ヨ佚集落の親ち農家　翌日ヨ公隆さん

（ち）マイナビ農業で 「就農・ 」こ着ル援プラン」を見て

９；イ∃Ｅ・ 就農 した藤本城児さん
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親方農家のもとでの雇用就農を経て、独立就農へ
私は就農前までは大阪で日］刷会社の営業職をしていました。
しか し、 誰かが企画し作つたものを紹介 し、 お客様に販売するだけで、

あま り仕事に面白みが見ｉせないでいま した。

そこで、 「以前から興昧のあった食に関する仕事」「自分が作つたものを
自分で売りたい」 という２点から、 就農する事を決むしま した。
現在は南あわ じ市内の６件の親方のｆｉで研修を重ねなが ら、 自分の９ １き

ｉしを増やすために、 皆さんから色やな知識や経
験談をイ ンプット していっています。

゛’‘゛゛゛’　　　　　　今後は研修で得た知識とスキルをフル活ＪＥｉ呂ｌし、
自身でも南あわじ市の特産であるたまねぎの栽培
と、 これから農業を始めたいと思つている方々の

お手本となるような農業経営者になるのが目標で

す。

農業は体力的にも大変な事は多いですが、本当
にや りがいのある仕事だと思います。

そし て、 農業は一人で完結する ものでは無く、

地域の皆さんと共に守つていく ものだと感じてい

ます。

「その地域で農業をさせていただいている」 いつ

までもその気持ちは持ち続けながら新しい事にも

挑戦して行きます。

仕事と趣味の両立を求めて
淡路島で農業という選択肢

私は大阪で回体職員事務として働いていましたが、仕事とプライベート
の両立ができていなくて、 定年までそこで勤める事のイメージができな
かったので、 南あわじ市で農業を始めま した。

南あわじ市を選んだ理日日は京ほ神から近くｌｊ；菜の生産が盛んだったため
農業をするうえでとてもやりやすそうと思つた
からです。

独立後に野菜がう まく作れずに生活に困るこ

とは避けたかったので、南淡路農業改良普Ｒセ

ンターへ行き、そこで紹介してもらった親方農
家のところで３年間研修生として農業を学びま

した。

研修中は農業ならではのきつい事はあり まし

たがそこで学んだＥｉヨ斐あって独立した１年目の１
作目から上手くスター トをｉＺＪる事ができました。
独：Ｘ２：後 に、 、収穫した回菜は研修先のとこ ろに

もｉ荷できたり、 研修中にｌ会った人達が手伝
いに来て くれたり と、 徐々に淡路島に馴染んで

きたと思えます。

農業という仕事は会社員ではなかなか味わえ
ない事やライ フワークバランスが取 りやすくと

てもいい仕事だと・います。

Ｓ侭に瓠賑）

恥ｙ．２０

帥キ ＳＺｇがヽ’
が岬

芦ぐ社だ
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淡路島での大学生活から就農へ
私は高校卒業後淡路島の大学に入学することになり淡路島に移り住み
ました。 入学直前まで家が決まっておらず、 相談したところ八木馬回の
空き家で大学生のシェアハウスをしてみないかと誘われ、 淡路島での大

学生活をはじめました。

自然豊かな堀所でたけのこ掘り や農業体験、 地域の行事の参加など、
いろいろな経験をさせてもらいました。

失敗や課題が見える農業はおも しろ く、 お米作

りか ら始まっ た農業体験は、大学４年ＩＥに上がる

頃には就活を忘れるほど熱中し、卒業後も農業を
したいと思い新規就農をしました。

新規就農をするにあたっては、 大学時代からお
世話になっている周回地域の方ぐが快く受け入れ
てくださり応援してくださったお陰で大変な思い

をすることなく就農できたと感じています。

今後は野菜作りだけではなく八木馬回という土
地を活かした事に挑戦 し、 地域貢献にもつながる

ような事をしたいと考えています。

お父さん、おｌｌさんが作つた野菜っておい しい！
夫は移住前、 朝早くから夜遅く まで働き、家族との時間がほとんども

てませんでした。

「家族との時間を大切にしたい」

「学生時代から興味のあった『食』 に回わるモノや≡りが したい」
という思いで、農業へ転職しま した。

私は、以前から淡路島のような自然が豊かで、野菜をはじめとする食
材に恵まれているところで子育てがしたいと思っていました。
夫は農業法人に採ＪＥ目され、 私も南あわじ市地
域おこし協力隊に採用された緑で、 南あわじ市
に移住しました。

農業という経験のない職業をやっていけるの

か、 地元の人に受け入れられるかなどの不安も

あり ましたが、地域のイベントへの参加などを

きっ かけ に地元の人との仲も深まり 、今では、

家族みんなで淡路島の生活を満喫しています。
地域おこ し協力隊を卒業してか ら、 任期中の

経験を生かそ うと、私自身も「農家さんになり

たい」と珊、い、 １１菜を育て始めています。
木地域おこし協力隊では、 農畜水産物直売所
美菜恋来屋（みなこいこいや） で活動してい
ました。

ぎ心
ｌ螽厘こ
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【・・｜！ＩＥＩＳき向けの・■】
南あわじ市では、 農業従事者の半数を女性が６めて
いるため、女性農業者を支援する様々な取組を行つて

います。

←な性農業者回士で意見夕換

等を １ラう南あわ じ市農業な子

フェス

→講師を呼んで営農等に関す

る講座を設けている女性農

業者教室

ａａ

尚，

４

【担い■ｌ・のための・Ｓ】
新規就農支援体制を確保するために、就農希望者へ
の情報提供や、受け１１となる 「農業経営者」や 「地域」
が就農希望者を受け入れるための環境整備等に係る取
組を支援しています。

←就農セミナーへの・展

→就農希２者の受けｌｍとなる

農業ａきき向けの■修会の

開催

厂－

支援頼みにならないよう、 自己資金をしっかり確保したうえで、就農しまし ょう。

新たに農業を始める方が、 農業経営に関する５年間の計画を作成し、その計画に沿っ て農業を営
、む方を市が認定する仕組み。 計画が認定された方を認定新規就農者といい、各種支援の対象とな

青年等就農

計画認定制度

ります。

【対象となるま援例】
・青年等就農資金
・経営所得安：｜対策 （ゲタ・ ナラシ対策） ほか

新たに農業経営を開始する方が、農業用施設や農業用機械を導入する際に利用できる無利子の融
資制度。

融資限度額： ３，７００万Ｆヨ （借入全期間にわたり無利子）
青年等ＳＥｇ∃ｌク５１ム　 ＩＭ八ｌ ｉ・八ＷＸ　 －ｙ ’　 －　 ’ｆ ｓ・　ｇ　 、・Ｔ”‾’。” ：Ｔ ‾‥就゜貴台　返済期回 ：１ ７年以内 （据置期回５年以内）

【条件】
・認定新規就農者であること

※補助事業等については内容が変更になっている場合があ りま
すので、 右Ｓａの農林水産省のホームページ等をご参照いただ
くか、市役所まで直接お問い合わせください。

削ｖ
．
’
ｊ

’
．
に

南あわじ市農林振興課

ｉ　６５６－０４９２

兵庫県南あわじ市市善光寺２２－１
Ｔｅｌ　：　０７９９－４３－５２２３　Ｆａｘ　：　０７９９－４３－５３２３

Ｍａｉｌ　：　ｎｏｕｒｉｎｏｃｉｔｙ．ｍｉｎａｍｉａｗａｊ ｉ． ｈｙｏｇ０．ｊｐ

Ｓ
皿
Ｓ

南あわじ市ＨＰ

！　囗
Ｓ

囗　・

農林水・・ＨＰ
「新規就農の促進」

ひょうご就農支援センターＨＰ
「支援施策」

南淡路農業改良普及センター経営課

干６５６－０４４２

兵庫県南あわじ市八木養宜中５６０－１
Ｔｅｌ　：　０７９９－４２－０６４９　Ｆａｘ　：　０７９９－４２－４８８５
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「ｍ舎暮らし」は、のんびりと 自Ｅｔ］な暮らしができる と猖、いを馳せるのも楽しいものですが、タ２１§イ ンフラや娯楽旋回などはあま
り整備されておらす、 実際はＳ会の生活と勝手がａう ことがた くさんあ り、 イメージだけで移イ圭されるとミ想と現実のギャ ップに
・惑されることと思います。
しか し、 日ヨ舎では、 都会にはない豊かな自然や豊富な食材、 伝統文化や・史が・く９つてお り、 心豊かな癒しの時回を過ごすこ
ともできます。

そこで、 南あわじ市での日］舎暮らしをＭめる前に、 知っていてましいことを「ｍ舎暮らし８索条」としてまとめてみました。

・Ｉ Ｓまずはご牛目談を！

市で

どの地域で、 どんな暮らし方を したいのか、 包。業はどうする
のか、などのアウ トラインが決まったら、まずは相談 してく
ださいｏ その際、 行政などのむ的ａＭ、 ＮＰＯや相咨ａ、口、移
住の宍人たちにお話を聞き、本音を知ることもか考にして下
さい。

田舎ならではの仕事は本気で！
南あわじ市には農林水産業など日ヨ舎ならではの仕事が多くあり
ます。「日ヨ舎で・業をしたいＪＳ台、 本規あこＷ獸をするなら、
まずは南あわじ市農林振興課やひょうご就展■：援センターへの
相談をおススメします。また、 漁業など自Ｓを相手にした仕事
も日本の将来のためにぜひ検討してみてはいかがでしょうか７

物件探しは現地にｊｉを運びま しょ う！
物件を決める 際、 ’回閧は一見に如かず’の ことわざどお り、
現ｔにｉｌを運び、自分の目で見てＭに人つた物件を探し、・
りの環境や地域の事を・つ た上で決めるのがＲ■でし ょう。
インターネッ トに掲載されている不動産物件を見ただけで決
める ことは・力避けま しょ う。

Ｓ７
Ｅ日舎は人との付き合いがＦ要

田舎は都会とは全く異なり、近所を始め、濃密な人間関係が
あり ます。“山の中で一人暮ら し’ は、 ほぼ１７１能です。地域
によ って 「草メ｜｜り 」などの共回１≡業の出役がある地ＭもＳ■
くあ り、 地Ｅｇ費など集金がある場合もあり ます。ｔｊまの行事
はできるだけ参加するようにしたいものです。

第　条

箇条】

Ｅ日舎暮らしに自動車は必須
淡Ｓ島には電車が存をしないため、 便利な暮らしをする上で
自動車は必須とな ります。

Ｓ線バスや市のコ ミュ ニテ ィバス「らん らんバス」が走つて
いますが、大都市のよ うなヂｔ５実 した路線数やダイヤでないた
め、 自分時間で行動する場合は自動車が必須です。

１４　仕事を決めてからの移住がＳ実
近年、淡路Ｓは県下でも高い有効求人倍率で推移 しており、
中でも観がＳやＥ療、 介護など特ｉ２業種の求人が多い傾自に
あり ます。また、 期回を限Ｚｉこした求人やパー トタイムの求人
が比較的■く、い くつかの仕事を掛け持ちすることも １つの
方法です。移住前にハローワーク等で希望に合う 求人の有籌、
について調べておきま しょ う！

家庭菜園は３０坪で充分
物件探しの際、畑がついている こと を条件にあげられる方が
いらっしゃいます。高齢化により休耕している日ヨ畑もＳえて
きていますので、 まずは、 地域に溶け込んでから休耕してい
るＥ日畑の一部を借り ても１１ くあ りません。家庭菜園は３０坪
（１ ００ ｒ１１） が目安です。

お試しで暮らそう！

覽域 ・集落によって雰囲気やｇ往者に対する受け入れ力は大
きく違います。最初から永住の地と決めてしまわす、 まずは
週末Ｓをや二地な居住、またはアパートや借家に住み、希望
のライフスタイルを実現できる地域を時間をかけて探すこと
もおススメの方法です。

あなたの！‘あわ じ”暮５４．を応援します
あわ じ暮らし総合相談窓口 （！ＳＳｊｌｉ　’．ＮＰＯあわじＦＡＮクラブ）
「自然豊かな環境でのびのびと子どもを育てたい」「農業による生活を実
現させたい」 など一人ひとりが希・するライフスタイル回心じた「あわじ
回ら し」 の実■をサポート します。
ａＳＳ（南あわじ市・ 洲本専ヽ双鳬市） に移ＵＥ希・の方は、 ｌ別４日鼈も
実施 していま す。

回： あわじ暮らしＳ合相談ｔ口 （ＮＰＯあわじＦＡＮクラブ）
ｉ６５６－０００２　 兵庫県洲本市中川原Ｆ中川原９２－１
ＴＥＬ： ０９０－１２４７－１ ５８９

ｈｔｔｐＳ：／／ａｗａｊ ｉｇｕｒａＳ ｈｉ ，Ｃｏｍ／
開Ｓ時回 ：９　００ ～１ ７： ００ （面談は事前予Ｓが必Ｓです。）

‥
Ｕ
］



ふるさと創生課（Ｑ７９９｀４３・５２０５）
－

″”－一一回　 冖－ －＝ －　 －９　 ＝・ ㎜－ ａ㎜ －　 －　 ａｇ　 ｙ’ ９” ”’　 －Ｓ ＝＝

賃貸住宅Ｕ：住む　 ｌａ
○移住支援補助金 ・奨励金

←詳しくはこちら

淡路局外から移住 （ＵＪＩターン） する意・のある世帯に対して、 お試し住宅に代わるＥ問賃貸住宅への居住に
係る初期費・または移住に係る費ＪＥ目の一部を補助します。 また、ＳＵＥ後経過年数に応じて奨励金を交付します。
‘補助対象費用（移住支援補助金） Ｒび金額 （補助率１０／１ ０）　　　　おＭし移住危

初回費ＪＥ目　　　　賃貸借契約するにあたりＲしたネし金、 仲介手数翦　　　２０万Ｆｊ（上回）

引越ＲＪＥＩＥ４　　　　引ほ業者または運き業きに委託しま払った費ｍ　　　　　５万Ｐヨ （上ほ）

回ヵ一回 雷門コツをラ．けたレンタカー業者に汝旭つ　　５万ＦＩ］（上・）
移住奨Ｓｔ

合計 （上回）

交付要件
・串論者が学生でないこと
・市税を滞納 していないこと　　ほか

※対象世帯ならぴに家ＲＪＥＩ 額には別途要件があり ます

－

３０万円

移住者

２０万Ｐニｊ （上回）

５万Ｆ９ （上戮）

－

５万Ｐヨ（移住ま １年を瓱）

２０万Ｆ］（移住ま２年ａＳ）

５０万円

口口
口口

一一 ‥一 一　 一一一一一．． ．－ －．－． 一ヽ －－ ．－ ．．　 、－．－ ．一一一一．当

家を新築・購入ｌる｜’
○マイホーム取得事業補助金（事業期間 ：令和７年３月まで）
淡路局外から転入し、 居住を目的として住宅を建築または購入される方へ、 住宅Ｓ得費ＪＥ目の一部を補助します．
（Ｓ入等要件あり、補助率１／３）

Ｍ本補助金

加算補助金

新築住宅、建売住・

中さ住宅 （市の空き家バンク唾．録）

中学生以下の子どもがいる場合

２００万Ｐヨ （上回）

１００万Ｐヨ （上回）

１人につき３０万ＦＩ

○多世代同居 ・近居支援事業補助金 （事業期間： 令和 ５年 ３Ｊモ｜ まで）
親世帯と子世帯等、多世代で四回・ 近居゛をするために住宅をＳ得またはリフォームを予定する方に対し、費

ＪＩの一部を補助 します。 （上限１ ００万ＦＩヨ、補助率 １／３）
※同居… １つの住宅に居住する こと　近居…同一単位自治会の区域内に居住すること

申請者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　補助ＩＩ能な方

すでにｌｔｔｔｆで回卮を行っている方　　　　　　　ｍ昌回雪ｎぼ１げ
世帯状況　　すでにｌｔｔイｔ家族でｊｉＳをしている力　　　　　　　新たに回■を１ラう

ー

■ｔｔｆｔ同居もｌｉｔＳも哂つていないが　　　　　　　■きｔｔで回目またはｌｉ居を行う

交付要件
取得またはリ フォーム等を行う所有 （予定） 者である こと
自治会に加入しているまたは加入する意思があること
申請日から遡って過去 １年以内に多世代で同居や近居を行つていないこと
３年以上同居や近居を続ける意思があること
多世代で四回 ・近居をしようとする全ての方 （１ ８歳未満を除く） の所得の計を、当該人Ｓで割つた額が２３０
万円以下であること　　ほか



Ｏｉｌ住促進きき家活用支援事業（事業期回　令和 ５年 ３Ｊ９まで）
空き家バンクにＲ録された空き家を改修し、 活ＪＥ目する方に対して工事費等の一部を補助します。

（３０万ＦＩな上の工事のみ）　　　　　　　　　　島内在住者　　　　　　　　　　ａ外在住者　　　　　　補助率
ａＳ工事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００万Ｐヨ （上回）　　　　　　　１００万Ｆヨ （上回）
家財道具等のめお■Ｊ１　　　　　　　　　　　　　５万ＦＩ］（上回）　　　　　　　　５万ＦＩヨ（上回）　　　　　　１／３
■■に回するＲｇ　　　　　　　　　　　　　　　１０万Ｐヨ（上回）　　　　　　　　１０万Ｐミ］ （上回）
５１１しに１１するｊｌＪＥ目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０万Ｐヨ（上回）　　　　　１０／１０
合計 （上限）　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１ ５万Ｐヨ　　　　　　　　　　　１２５万Ｐヨ

○空き家活用支援事業／県

空き家の有効利ＪＥ目や地域の活性化を図るため、－Ｆ建ての空き家を住宅や事業所、ｌｉ域交流拠点として活・す
る場合の改修工事費等の一部を補助 します。

万象工事費

１００万円以上

１５０万円未満

１５０万円以上

２００万円未満

２００万円以上

２５０万円未満

２５０万円以上

３００万円未満

３００万Ｆ］以上

３５０万円未満

３５０万円以上

４００万 Ｆヨ未満

４００万円以上

４５ ０万円未満

４５０万円以上

一般世帯

４０万円

６０万円

７５万円

９０万円

１００万円

住宅型

若年・子育て世帯
ＵＪ Ｉターン世帯

６０万円

８５万円

１１ ０万円

１３５万円

１５０万円

商工観光課（０７９９－４；；ｌ－ＩＥｉ２２　１　）
－

○起業支援事業補助金

市がこ居イ圭 し、 かつ、市内に起業に係る事務所、
Ｒ、 補助率１ ／２）

事業所型

（－Ｒ）

６０万円

７５万円

９０万円

１１ ０万円

１２５万円

１４０万円

対象工事費

１００万円以上

２００万 Ｐヨ未満

２００万円以上

４００万Ｐヨ未満

４００万円以上

６００万Ｐヨ未満

６００万円以上

８００万円未満

８００万円以上

１，０００万円未満

１．０００万円以上

地域交流

拠点型

７５万円

１５０万円

２５０万円

３５０万円

４５０万円

５００万円

３１学生シェアハウス （ＵＥ宅型） 、ＵＪＩターン

（事業所・） もございます。別途県へ

お回合せください。

１５０万Ｐ＝１　 【問い台わせ宍】
兵庫県住宅政策課 ＩＥＬ： ０７８－３４ １－７７ １１

←詳しくはこち５

店舗等を設置する際に要する費用の一部を補助（上ｍ１５０万

基本補助金

加算補助金

（上・５０万Ｆ９）

女性による起業

移住者による起業

空き家利用による起業

，離島ｍ地での起業

１００万円

＋３０万円

＋２０万円

＋２０万円

＋２０万円

○淡路瓦屋根工事奨励金

淡路Ｘを利ＪＥ目 した住宅の建・主に対 して奨励ＥＩを交付します （補助率 １／５） 。屋根回積が２０「心、上の住宅で、
新築または葺替（８割以上）した方。
屋根工事１１ ０『ｒｉ未満 ：上限１ ０万円、 １１ ０「七、上： 上限１５万円、１ ５０「Ｔｉ以上： 上限２０万Ｆヨ

※各補助・には他にも個別要件がございますので、詳しくは担当課までお問い合わせください。
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出逢い

ハッピーマジックの会
独身男女の

交流の場をサポート

イベントの開催、

縁結び相談

ｍｒ
ＷＳぷ毎　－・ を。 。・

ｔ． ｉｋ麑八ンＦＺ．ｊ７

一一 一一Ｗ

結婚

新婚世帯家賃補助
民間賃貸住宅の家賃をｇ額上限

万円または　　 助成

特定］Ｆ妊治療費助成

治療へ回あた０上限

助成（県助成に上乗せ）

子青て相談

子育て支援コンシェルジユ
子育ての悩みやＩＱごとについて、

コンシェルジユが一緒に考え、

悩みの解決や一人ひとりに合わせた

子育て支援サービスの情報

をお伝え します

ｒｌｊ

’乙４

″４

ヌ四

こ

妊娠・出産

妊婦健診費助成
健診回数１４回以下に対して，

上限９８，０００円の助成券発行

出産祝！１

ｓｌ 子・ ・２子・１１３万円

。３ｓ・，ａ１０万円
を祝金として支給

子育て応援優待カー
満１ ８歳未満の子どもを養育して

いる家庭に協賛店の各サービス

が受けられるカー ドを発行

．
’

宀
ａ

１シ
ダ

子どもをのひのひと

育マられる環境の中

７、子育ての楽しさを

実感しています

－

子Ｓｔ四・ＳＳｔｌ３４－

１年加がぷ写ぶクー。



→ワビＬ

塞外からの
移住保育士を
応援　ます

－Ｂきき３０万円

家鶚．補ａＪＥｉｌ額 ５万円

Ｅ療費

Ｏ歳～中学３年生まで

ａＳＩ・ 入院１無料！
奈所得制限あり

｀Ｓ，、

■〉

７〃Ｘ

”１
－

－

１学～

入学祝ＩＥ
４ｊｘ学校の第１学年に新入学時に

１万円のａｔｓ

学童保育
４Ｊ Ｘ学１～ ６年生の児童を対象に

市内１１ 校ＩＺで開設。平日の

ｇ～金曜日１ ８時まで

できます

ゆめｍンター

（育て　　　　援セ
Ｏ歳～就学前のお子さま対象に親子

の交流や子戛て相談ができ

２・育てひろば。常Ｓの園　、

絵本や遊具か充実したブレ　 レー　て

遊ぶことがで、、年　別、 －　 こと

べ｀ トも

四

－

－

－

「

Ｆ＝

学生・社会人

通勤 ・ａ学者

交通費助成
高速パス等利用による島外通勤・島肖
外通学者に交ａ費の一部

（２０～ ３０９４）の助成

地域の応援
－

ファミリー・

サポート ・センター
会ａ登録でさまざまなｌｉ：ｌ事の時、

子どもの一時預かりを利用する

ことができます

１

ウェルカムフォトコーナー
（市役所内）

来庁や戸籍届出の際、２念撮影できます。

南あわじ市で「松帆■鐸」がｌｌ見されだことから、ゆめるんもＳｔＳｆｔ
めａ・「貴頭∃Ｘ」にチェ ンジ！



７： 回に＾ ｒ‘－

Ｉ　Ｓ・

南あわじ市には吉備■際大学農学部があ り、 南あわ
じ全体をフィ ール ドと して農業を学ぶことができます。
また、大き内にぱ Ｉ植物ク リニックセンター “がａ置
されており、 たまねぎやレタスのほか、 イネや各種野菜、

束榿｜、 をきなどの病ほ・について、これまでのＷ乱な
経験を生かして薬剤耐性を診断してくれます。
農家にとっても心強い機関が身近にあります。

吉備■際大学就農支援事業

吉備ｌ際大学では将来の職業に“農業”という道を考えている学生に対して、就農支援を実施しています。
・インターンシップ……農家のえで数日戮、 農業体験をすることができます。
・各種講座の開催………新規就農者から就農までの苦労話や農業のやりがい、移住者から 日ヨ舎暮らしのお話を

回く ことができます。

・きびこく女子活動……女’｜きの就農に戛する情報が乏しいため、兵庫県下の女性農業者を訪ね、就農の経緯等
を回くことができます。

兵庫県最大級

（みなこ　　し

南あわじ市には大型直売所があり、
少量多品 目で野菜を栽培される方につ

いて も、 直売所で販売する ことができ

ます。

入会金： １万円　年会費３千円

ＩＥ１　：　０７９９－４３－３７５　１

淡路ファームパーク

｀グ　｀
湖とＳしい緑に回まれ自然とふれあえるイングランドエリア
では、羊とのふれあいや、 野菜の収穫体験も楽しめます。 ロッ
クガーデンや大Ｓ室など世界の花が咲き誇るグリーンヒルエリ
アでは、 世Ｗのウサギとｉ会えるラ ビッ トワーレンや人気者の
コアラなどかわいい動物に１七会えます。・ 南あわじ市Ｅには、入

回料無料となる年回パスポートがＲＩラされます。
ＩＥＬ　：　０７９９－４３－２６２６



ごご
．－ ・ミ

べら

「

・う ずしお観湯船

鴫ｒｌ海峡は世界五大潮流の一つに数え られ、「渦潮」は世界に誇るべき自然遺産
です。渦が最も大きくなる春には直径約３０ｍにもなります。
咸臨丸・ 日本丸で渦潮の真上まで行き、 迫力のある・潮を体験してみませんか。
ＴＥＬ　：　０７９９－５２－００５４ （うすしおクルーズ）

ｙぐ４
、

ｆ

・慶野松原の夕日
古く は万葉集にも詠まれ風光明媚で
知られる景勝地。 Ｓ万本の松林に囲
まれた２．５圖こ及ぶ美しい砂浜は、「日

本の渚自選」 「り１水浴堀自選 特選」「日
本の 夕陽自選」に選ばれて いま す。
回季を問わず見られる夕日 は、 特に

秋から冬がおススメです。
ＴＥ１　：　Ｏ７９９，４３－５２２１ （商工観光課）

・灘黒岩水仙郷
島の南部に位置する標高６０８
ｍの諭鶴羽山から海に続く４５

度の急傾斜地に約フｈａにわ
たって５００万本もの野生の水

仙が咲き誇り、１ ２Ｊミ１ 下旬から

２ＪＥＥＩ下旬にかけて白い花と甘い

香りで包まれます。
風にそよぐ様は壮観で、淡路島
の冬の風物詩となっています。

ＴＥ１　：　０７９９－５６－０７２０

（灘黒岩水仙Ｓ： 季節限定）

ロ゛‾

ｍ

１

てブ

犬

・阿万海水浴場・
マリ ンブルーの海と白 くな

めら かな砂浜が特徴。 夜に

は海ほたるの青白い光がた

だよいます。

ＩＥＬ　：　０７９９－４３－５２２１

（商工観光課）

。Ｃ
＜

｀心



ＭＡＰ南あわじ市の紹介

市６１こは、 キ校や保育所　Ｓ！Ｊｌｌが１く
あり、充実した子育て環境が整つています。

また、総合病院や診療所もあり、大１１１スー

パーや商業廁Ｓも多数あります。普段の買

い物にとても便利です。
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西淡市ｌｉｅ
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亠亠。
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７まｇ・　之Ｘ

南あわじ市は

日本の

ココにあります

１

ず顋
子犬’

／

／’

－一 一一 回－ －－ 一一 一一

く基本データン
◆南あわじ市の面積・ ２２９．０１ Ｍ（Ｒ３国土地理戮）

◆ぞｊち気温１６．０て２、ぞ均総降水量１ ，５０９ｍｍ、・均年
問日照時回２，１ ３２．５時間 （Ｈ２７～Ｈ２９１ｚ１９数・）
◆人口４６．２６０人 、ｔ！！帯数 １９ ．７４３世帯 （Ｒ２年度末時点

住民き本台帳）人口Ｓ度２０２ ．０ ／Ｍ

・Ｓ本市五色ＩＴ

３１

ｇ洲本市五ｔｌｌ
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倭又

ａ淡Ｅ原｜．Ｃ．
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レタス産地
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・
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大鳴門橋

鳴ｒｉｔ ｌＣ

网力あ岸海水浴塲

４゛

゛一湊悶ｒＶ

な
Ｊ
Ｊ
ｊ

づ
り
・
’

心
神ｐ淡・鳴門自棄車Ｓ

ｉｔ　　　いぷ
４一 ＪＳむじはの拠。・

ｌｒ　。。。’哂｀ｉ瑟８゛
亠。ピ
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みかん座Ｓ

ぴわｌｊき灘土生．

神戸

成相ダム

濟ＳＳ七ＳＩ市
Ｓ凹天
覚｛１考

な

＝Ｅンキー（ｒ１
センター

Ｊ＝４°１１

１９４へ

ｙ・、ｇａｊ漕

Ｓ鳥海水１４‘心｀

国

県

勹。
Ｊｉｉ
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道

ブン１Ｔ　　ｇｌ・ｓｌ， 南あわじ市へのアクセス
冫４ｒ゛　Ｉ一一　 ニ４　　吹・ＪＣＴ　　　、７Ｒ行 橋東宗（Ｓ日ヨ２１１）からネｌｐ７＝５９港まで約７０分４、 丶、 ゛　　　 （”゛）　 ど／　　東京’（羽日ヨ空港） から徳Ｓ９港まで約７０ｊｌ
丶・ ゛．．。ＪＣＴ　 ＩＳｉ　／　　　　ｙｉ　ＲＩ　乗車．　 大阪から西淡Ｅ原ＩＣまで約１ ００分、 神戸

Ｓ　　 ｓ’ｙで　 から西淡Ｅ原ＩＣまで約６５分、神戸空港か

呎ｉｉ　　　ｃ　　ｅ神Ｆ空．１　　　　　　　　　　　　　ら西淡Ｅ原ＩＣまでｎ８０分、 徳島空港から
Ｊａｓ子７匐・　 ＩＲｉｉａ宍ｓ’ ”「｀’　　　　　　　　　　 Ｓｉｌ°ｇｌＣまで約４０分

皿ジ゛゛゜／　．１１１ｃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本州からは、 Ｓ水ＪＣＴ経由（ 神戸淡路
．． 。ｉあ　 ＳＳＩＣ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳴ｒｊ自動車道） ＝さ・Ｅ海峡大橋＝ゆ西淡ｔ湊ｉ‾　 東浦ＩＣ

きＦ淡ＳＳｒｉ
自黝皋４

ｌ翦ｓ
泉ｔｌ予ＪＣＴ

ｉｎｌＵＪＩＣ

ＥＳＩＣ（または淡・喝南ＩＣ）からきｊｉへ
ゆ回 ・か らは、神 Ｆｉ淡Ｓ 鳴門 自■車・＝ゆ

大鳴 門橋＝ゆ淡路島南 ＩＣ （または西淡Ｅ原

ＩＣ）からきｔｔ！３へ

高；ｔパスＳＦ５Ｅノ宮から陸の港Ｓ淡まで約８０９、
福良まで約１ ００が

Ｓ戸Ｅノ宮、 高速舞子から乗車。東京・
関空・枚方・名古屋からは志知パスストッ
ブで降車

旅客 船明石～岩屋、土生～沼島の各線に乗船

＼皿い台わせ ｜南あわ１二市役所ど 膤昌な）ｏｌ　ここにごご皀■！ｊを」 ｜゛ｌの“｀’‘ ＩＪ Ｉ｀″ｌ　ｊｊ　ｊ６７！ｉｇｉｊ１３４１０１　 甫あわじ市ＨＰ　ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．Ｃｉｔｙ．ｍｉｎａｍｉａｗａｊｉｊｌｙｌ〕ｐｊｐ

移住 一定住に関すること

総務を両部ふるさと創生謀（南あわじ市定｛ｔＳＩ・１あ議会｝
Ｔｅｌ： （０７９９）４３－５２０５　 Ｆａｘ： （０７９９）４３－５３０５
Ｅ－ｍａ ｉｌ：ｆｕｒｕｓ ａｔｏ（ｉｃｊｔｙ．ｍｉｎａｍｉａｗａｊ ｉ．ｈｙｏｇｏｊｐ

南あわじ市Ｓ住まａサイト （をみニコ）　　　　　　　　　　回眤ｉｌ
ｈｔｔｐｓ：／／ｓｕｍｉｎｉｋｏｊｐ

住みニコー

－八 －ａ ｔ． 一・ －Ｕ ｒ・ ９－ 一一一一・¶ －－ －－ －－ －・ ａ　 回－

－ｌあｌｅｌ３加６・〃ＳＩＳＳＳ・ＩＳｌｌ５－

４１４Ｓ⊃匸ン

就農に関すること

産業建設郤ａｌ享ＳＳａ（南あわじ市就ａまｌ；ｌｌｌぬｌ１台）

Ｔｅｌ： （０７９９） －４３－５２２３　，Ｆａｘ：（０７９９）－４３－５３２３
Ｅ－ｍａｉｌ ：ｎｏｕｒｉｎｅｃｉｔｌｙ．ｍｉｎａｍｉａｗａｊ ｉ．ｈｙｏｇｏｊｐ

南淡Ｓ農業改良普及センター

Ｔｅｌ： （０７９９） －４２－０６４９

※本飛子に掲載されている４き報は、特に表２がない場合、２０２１年ｎＲ １日時点での有効な１１１１報です。ｇｉ報は変ｇｌ となる４台がございますので、 ２０２１ 年１ １ｇｇ行
最新のき報や詳・についてはお鶚いきわせく ださ い。
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